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別表 2018.7.28更新

健康スポーツ教育副専攻プログラム　履修表

３
セ
メ

４
セ
メ

５
セ
メ

６
セ
メ

７
セ
メ

８
セ
メ

生涯活動教育論 2 ○

健康・スポーツ総論 2 ○

救急看護法 2 ○

公衆衛生学 2 ○

バイオメカニクス 2 ○ 類共通科目

体育科教育概論 2 ○

体育科カリキュラムデザイン論 2 ○

陸上競技 1 ○ 主専攻プログラムでは１セメ

体つくり運動・器械運動 1 ○ 主専攻プログラムでは２セメ

ダンス 1 ○

水泳 1 ○

武道Ａ（柔道） 1 ○

武道Ｂ（剣道） 1 ○ 主専攻プログラムでは１セメ

球技Ａ（バレーボール） 1 ○ 主専攻プログラムでは１セメ

球技Ｂ（サッカー・ソフトボール） 1 ○ 主専攻プログラムでは１セメ

球技Ｃ（バスケットボール） 1 ○ 主専攻プログラムでは２セメ

球技Ｄ（テニス） 1 ○

野外活動演習（アクアスポーツ） 2 ○

野外活動演習（登山・キャンプ） 2 ○ 主専攻プログラムでは１セメ

野外活動演習（ウィンタースポーツ） 2 ○

トレーニング実習Ⅰ 1 ○ 主専攻プログラムでは２セメ

スポーツ生理学 2 ○

スポーツ生理学演習 2 ○

学校保健 2 ○

スポーツ医学(ｽﾎﾟｰﾂ栄養学を含む) 2 ○

スポーツ社会学 2 ○

スポーツ社会学演習 2 ○

スポーツ経営学 2 ○

スポーツ経営学演習 2 ○

スポーツ心理学 2 ○

体育科教育概論演習 2 ○

体育科授業プランニング論演 2 ○

保健体育科教育方法・評価論 2 ○

身体表現論 2 ○

身体表現論演習 2 ○

運動技術論 2 ○

運動技術論演習 2 ○

コーチング論 2 ○

コーチング論演習 2 ○

トレーニングと評価 2 ○

陸上競技指導演習 2 ○

器械運動指導演習 2 ○

ダンス指導演習 2 ○

水泳指導演習 2 ○

球技指導演習Ａ（バレーボール） 2 ○
球技指導演習Ｂ（ゴール型・ベースボール
型）

2 ○

球技指導演習Ｃ（バスケットボール） 2 ○

武道指導演習Ａ（柔道） 2 ○

武道指導演習Ｂ（剣道） 2 ○ 主専攻プログラムでは３セメ

トレーニング実習Ⅱ 1 ○

２０

〈履修上の注意〉

１． 履修ｾﾒｽﾀｰの○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ

２． 専門基礎科目および専門科目から20単位以上を取得し、３および４の条件を両方満たすこと。

３． 専門基礎科目の中からスポーツ実技科目４単位以上を取得する。

４． 専門科目の中から講義と実技または演習のセット科目（４単位）を2科目以上（８単位以上）を取得する。
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